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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 21,188 9.4 2,559 46.2 2,953 10.5 2,401 19.9
2024年３月期第３四半期 19,368 12.7 1,750 9.6 2,671 42.1 2,003 34.4

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 1,886百万円( △20.3％) 2024年３月期第３四半期 2,365百万円( 38.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 89.76 ―
2024年３月期第３四半期 74.60 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 32,036 23,729 73.9
2024年３月期 32,419 23,851 73.5

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 23,671百万円 2024年３月期 23,825百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 15.00 ― 17.00 32.00
2025年３月期 ― 15.00 ―
2025年３月期(予想) 19.00 34.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,000 8.2 2,850 31.1 3,250 1.5 2,550 7.6 96.23

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 25,718,700株 2024年３月期 29,748,200株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 66,893株 2024年３月期 2,896,393株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 26,752,457株 2024年３月期３Ｑ 26,851,828株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（3）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用が改善し、名目賃金も増加するとともに個人消費は下げ

止まりを見せ、足元では回復の兆しが見られる一方、海外における地政学的リスクの高まりをはじめ、国内では物

価上昇を背景とした消費マインドの鈍化など、依然として景気に対する多くの不確定要素を抱える状況が続いてお

ります。

このような環境下、当社グループでは、2024年４月に中期経営計画「CHANGE 2028」を策定し、１．東南アジアで

の事業拡大、２．フードサイエンス領域の事業創出、３．M&Aを軸とした成長投資、４．ビジョン実現に向けた強い

組織づくり、５．IRの強化と株主還元の５つの重点テーマを掲げ、計画推進のスタートを切りました。

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高21,188百万円（前年同期比9.4％増）、営業利益2,559百万円（同

46.2％増）、経常利益2,953百万円（同10.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,401百万円（同19.9％

増）の増収増益となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、当連結会計年度より、報告セグメントを従来の「精糖」、

「機能性素材」、「不動産」、「その他食品」の４区分から、「精糖」、「機能性素材」、「不動産」の３区分に

変更しております。セグメントごとの比較情報については、上記セグメント変更後の報告セグメントの区分に組み

替えた数値で比較しております。報告セグメントの詳細につきましては、２. 四半期連結財務諸表及び主な注記

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等の注記）に記載のとおりであります。

① 精糖

海外原糖市況は、￠22.65（１ポンド当たり）で始まり、ブラジルの2024/25年砂糖生産の好調なことを受けて下

落し、５月には￠17.95を付けました。その後、ブラジル、タイでの降雨不足やインドでの猛暑といった主要産糖国

での天候不順に加え、国際砂糖機関ISOが需要増の見通しを発表したこともあり、一旦上昇傾向に転じ、￠20台に回

復したものの７月中旬にはブラジルの砂糖生産が引き続き堅調であることから頭打ちとなり再度下落し、８月には

￠17.52を付けました。８月末にはブラジルでの降雨不足と大規模な災害発生により、ブラジルの砂糖生産量が下方

修正されたことを受け投機筋からの大規模な買いが入り相場は急反発し、９月には￠23.71を付け、￠20～￠23台の

レンジでもみあっておりましたが、12月中旬に中国がタイ産砂糖製品に対する輸入停止措置を講じたことによる白

糖相場の下落に加え、ドル高・レアル安が進んだことにより売り圧力が強まり￠20を割る展開となり、￠19.26で当

第３四半期連結会計期間末を終了しました。

国内製品市況は、期初東京現物相場（日本経済新聞掲載）249円～251円（上白大袋１キログラム当たり）で始ま

り当第３四半期連結会計期間末も249円～251円（上白大袋１キログラム当たり）でした。製品の荷動きとしまして

は、インバウンドも含め観光地の人流も多く、観光土産物関連や菓子、猛暑により冷菓関係が好調に推移し、12月

は過去最高の訪日外国人観光客によるインバウンド需要の増加により外食関係が好調に推移しました。一方で価格

高騰による買い控えが見られたこともあり、販売数量は前年同期比減となりました。しかしながら、営業体制の強

化を図り、品質管理を徹底して製品の安定供給に取り組むことで顧客満足度を高め、堅実で安定した原料調達を図

り、コスト削減に努めました。

以上の結果、精糖事業の業績は、売上高10,519百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益2,082百万円（同56.7％

増）の増収増益となりました。

② 機能性素材

機能性食品素材「イヌリン」の国内販売は、量販店向け商品、機能性表示食品向けが好調となり前年同期比で販

売数量が増加しました。海外販売は連結子会社Fuji Nihon Thai Inulin Co.,Ltd.において引き続き東南アジア各国

向けの販売が好調に推移したことで、増収増益となりました。連結子会社ユニテックフーズ株式会社は、引き続き

主力のペクチン、ゼラチン、コラーゲンで販売数量が大きく伸長した結果、増収増益となりました。

以上の結果、機能性素材事業の業績は、売上高9,968百万円（前年同期比15.1％増）、営業利益948百万円（同

27.0％増）の増収増益となりました。

③ 不動産

不動産事業は、2023年９月旧本社跡地に「東横ＩＮＮ茅場町駅」を建設し、賃貸を開始し収益貢献したこと、そ

の他物件も安定稼働した結果、売上高491百万円（前年同期比7.5％増）、営業利益439百万円（同9.3％増）の増収

増益となり、引き続き安定収益確保に貢献しました。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1.2％減少し、32,036百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各財政状態の変動状況は、次のとおりであります。

① 資産

資産につきましては、流動資産で前連結会計年度末に比べ0.7％増加し、17,045百万円となりました。これは主に

受取手形、売掛金及び契約資産の増加等によるものであります。

また、固定資産は前連結会計年度末に比べ3.3％減少し、14,991百万円となりました。これは主に関係会社長期貸

付金の減少等によるものであります。

② 負債

負債につきましては、流動負債で前連結会計年度末に比べ3.3％減少し、6,282百万円となりました。これは主に

短期借入金の減少等によるものであります。

また、固定負債は前連結会計年度末に比べ2.2％減少し、2,024百万円となりました。これは主に繰延税金負債の

減少等によるものであります。

③ 純資産

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ0.5％減少し、23,729百万円となりました。これは主にその他有

価証券評価差額金の減少等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

本日公表いたしました第３四半期連結累計期間の業績を踏まえ、前回発表の通期業績予想を修正するものです。

精糖事業においては堅実で安定した原料調達の他、各種コスト削減が大きく寄与したこと、機能性素材事業におい

てはイヌリン事業での東南アジア市況の伸長と、連結子会社ユニテックフーズ株式会社の高付加価値商品販売数量

が好調のまま推移しており、前回予想に対して増収増益で進捗しております。

以上の結果、当第３四半期連結業績を踏まえて、2025年３月期の連結業績予想につきまして、修正をいたしま

す。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,274,800 5,310,597

受取手形、売掛金及び契約資産 4,145,574 4,751,511

商品及び製品 3,835,520 3,496,513

仕掛品 152,729 108,886

原材料及び貯蔵品 1,475,543 1,303,965

リース投資資産 954,138 948,281

その他 1,085,800 1,187,051

貸倒引当金 △3,103 △3,277

流動資産合計 16,921,003 17,103,529

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 356,558 360,019

機械装置及び運搬具（純額） 370,402 365,732

土地 2,527,435 2,527,435

建設仮勘定 4,083 22,822

その他（純額） 167,007 167,075

有形固定資産合計 3,425,487 3,443,085

無形固定資産

その他 55,593 43,844

無形固定資産合計 55,593 43,844

投資その他の資産

投資有価証券 9,654,764 9,480,739

長期貸付金 2,163 -

関係会社長期貸付金 1,902,500 1,487,700

退職給付に係る資産 126,532 153,571

その他 344,185 326,887

貸倒引当金 △13,112 △2,798

投資その他の資産合計 12,017,033 11,446,101

固定資産合計 15,498,114 14,933,032

資産合計 32,419,118 32,036,560
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,053,131 1,997,258

短期借入金 3,096,800 2,487,200

未払法人税等 349,434 593,144

未払消費税等 37,678 282,460

賞与引当金 173,538 91,743

その他 787,936 830,785

流動負債合計 6,498,520 6,282,591

固定負債

長期借入金 - 176,000

繰延税金負債 1,412,885 1,200,710

資産除去債務 92,047 92,263

その他 564,269 555,149

固定負債合計 2,069,203 2,024,123

負債合計 8,567,723 8,306,715

純資産の部

株主資本

資本金 1,524,460 1,524,460

資本剰余金 2,102,408 2,048,412

利益剰余金 17,608,463 17,298,321

自己株式 △717,401 △16,591

株主資本合計 20,517,930 20,854,602

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,280,889 2,721,440

為替換算調整勘定 5,591 73,135

退職給付に係る調整累計額 20,907 22,258

その他の包括利益累計額合計 3,307,388 2,816,835

非支配株主持分 26,076 58,408

純資産合計 23,851,394 23,729,845

負債純資産合計 32,419,118 32,036,560



フジ日本株式会社(2114) 2025年３月期 第３四半期決算短信

－6－

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 19,368,358 21,188,445

売上原価 14,665,508 15,320,918

売上総利益 4,702,850 5,867,527

販売費及び一般管理費 2,952,641 3,308,018

営業利益 1,750,209 2,559,509

営業外収益

受取利息 25,380 28,810

受取配当金 815,065 201,492

為替差益 32,143 -

持分法による投資利益 60,311 153,346

その他 19,687 45,445

営業外収益合計 952,589 429,095

営業外費用

支払利息 30,908 31,134

為替差損 - 817

その他 56 3,315

営業外費用合計 30,964 35,267

経常利益 2,671,833 2,953,336

特別利益

固定資産売却益 299 -

投資有価証券売却益 - 298,687

ゴルフ会員権売却益 - 2,264

特別利益合計 299 300,951

特別損失

固定資産除却損 5,662 4,809

投資有価証券売却損 - 5,108

解体撤去費用 37,069 -

特別損失合計 42,732 9,918

税金等調整前四半期純利益 2,629,400 3,244,369

法人税、住民税及び事業税 611,672 837,527

法人税等調整額 43,452 30,011

法人税等合計 655,125 867,538

四半期純利益 1,974,275 2,376,831

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △28,897 △24,383

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,003,173 2,401,215
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 1,974,275 2,376,831

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 387,296 △559,448

為替換算調整勘定 3,383 59,363

退職給付に係る調整額 4,197 1,350

持分法適用会社に対する持分相当額 △3,717 8,180

その他の包括利益合計 391,159 △490,552

四半期包括利益 2,365,435 1,886,278

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,394,333 1,910,662

非支配株主に係る四半期包括利益 △28,897 △24,383
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

１ 報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、2024年４月１日付で組織変更を実施し、経営管理区分を変更いたしました。これに伴い、当連結会計期間

の期首より、従来「機能性素材」事業に含めていた「切花活力剤」を単一の事業セグメントとして認識し、「その

他」セグメントに移管しております。また、従来報告セグメントに含めていた「その他食品」事業は、重要性が乏し

いことから、報告セグメントに含まれない「その他」セグメントとしております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注１)

調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

精糖
機能性
素材

不動産 計

売上高

精製糖、
砂糖関連製品

10,033,482 ― ― 10,033,482 ― ― 10,033,482

食品添加物 ― 150,204 ― 150,204 ― ― 150,204

機能性食品 ― 8,511,877 ― 8,511,877 ― ― 8,511,877

切花活力剤 ― ― ― ― 192,882 ― 192,882

パン類等 ― ― ― ― 22,483 ― 22,483

顧客との契約から
生じる収益

10,033,482 8,662,082 ― 18,695,564 215,366 ― 18,910,931

その他の収益 ― ― 457,427 457,427 ― ― 457,427

外部顧客への売上高 10,033,482 8,862,082 457,427 19,152,992 215,366 ― 19,368,358

セグメント間の内部
売上高又は振替高

10,608 ― 4,498 15,106 20,060 △35,167 ―

計 10,044,090 8,662,082 461,926 19,168,099 235,426 △35,167 19,368,358

セグメント利益 1,328,811 746,654 401,817 2,477,283 57,366 △784,440 1,750,209

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２ セグメント利益の調整額△784,440千円は、報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門及び研究開発に

係る一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注１)

調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

精糖
機能性
素材

不動産 計

売上高

精製糖、
砂糖関連製品

10,519,007 ― ― 10,519,007 ― ― 10,519,007

食品添加物 ― 136,845 ― 136,845 ― ― 136,845

機能性食品 ― 9,831,808 ― 9,831,808 ― ― 9,831,808

切花活力剤 ― ― ― ― 196,004 ― 196,004

パン類等 ― ― ― ― 12,986 ― 12,986

顧客との契約から
生じる収益

10,519,007 9,968,654 ― 20,487,662 208,990 ― 20,696,652

その他の収益 ― ― 491,793 491,793 ― ― 491,793

外部顧客への売上高 10,519,007 9,968,654 491,793 20,979,455 208,990 ― 21,188,445

セグメント間の内部
売上高又は振替高

10,864 ― 4,602 15,466 15,091 △30,557 ―

計 10,529,872 9,968,654 496,395 20,994,921 224,081 △30,557 21,188,445

セグメント利益 2,082,590 948,529 439,079 3,470,199 52,323 △963,014 2,559,509

（注）１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２ セグメント利益の調整額△963,014千円は、報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門及び研究開発に

係る一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年９月30日開催の取締役会決議に基づき、2024年10月11日付で自己株式2,800,000株の消却を行ってお

ります。また、2024年12月19日開催の取締役会決議に基づき、2024年12月20日付で自己株式1,229,500株を取得し、

2024年12月30日付で自己株式1,229,500株を消却いたしました。なお、当該自己株式の消却により、その他資本剰余金

の残高が負の値となったため、利益剰余金から資本剰余金への振替を行っております。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間において、資本剰余金が75,035千円、利益剰余金が1,851,657千円、自己

株式が693,504千円それぞれ減少しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 143,336千円 132,039千円

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


